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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は英語コミュニケーション能力の基礎力とされる聴解力を異文化理解と融合させ
て指導する英語教材を開発することである．具体的にはオーストラリア，イギリス，カナダで
独自にビデオ収録を行い，ぞれぞれの国の文化，歴史，自然，日常生活について英語を通して
学ぶ，３ラウンド・システムによる Online 型 CALL 教材を開発した．開発された３種の CALL
教材は授業での試用の結果，聴解力の向上の面で他の教材とほぼ同様の効果があるとともに，
学習者の異文化に対する興味喚起の効果が高いことが確認された．  
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of the present study is to develop CALL materials to improve Japanese college 
learners' English skills as well as to help them understand various cultures in English 
speaking countries other than the US. The filming was done in Australia, England, and 
Canada and three sets of online CALL materials based on problem-solving tasks using the 
Three-Step Auditory Comprehension Approach were developed. The experimental use of 
the materials in the classroom showed that they can be effectively used for both improving 
learners' listening skills and motivating them to learn about different cultures. 
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１．研究開始当初の背景 

英語の習得には四技能（読む，書く，聞く，
話す）のバランスよい学習が必要であること
は言うまでもないが，とりわけ基礎力として
十分な語彙力の育成とともに聴解力の効果
的養成が不可欠である．また，円滑なコミュ
ニケーションの実践には四技能に加え，当該

言語が使用される国，地域の生活，習慣等に
関する文化的知識が不可欠である．千葉大学
ではこれまでにアメリカ英語，文化を扱った
教材を開発してきたが，他の英語国の文化を
扱った教材を開発し，バランスの取れた教材
構成とする必要があった． 
 



２．研究の目的 
本研究の目的は英語コミュニケーション

能力育成において基礎力として重要視され
ている聴解力を異文化理解と融合させて指
導する CALL 教材を開発することである．具
体的にはこれまでのアメリカ英語を扱って
開発した教材に加え，オーストラリア，イギ
リス，カナダの文化，生活を扱った教材を３
種開発し，より包括的な教材群を学習者に提
供できるようにすることである．  
 
３．研究の方法 
 ３つの国の代表的文化，習慣を紹介する教
材を開発するため，それぞれの教材で扱うべ
きトピックの選定は，協定校オーストラリ
ア・モナシュ大学，千葉大学イギリス人英語
教員，カナダ人英語教員と共同で行った．各
教材のメインテーマは「オーストラリアのユ
ニークな文化」「イギリスの歴史」「カナダの
自然」としたが，メインテーマ以外にも各国
の特徴を示し，かつ学習者が興味を持つよう
な内容をできるだけ多く含めるよう努めた． 

ビデオの撮影はオーストラリア（メルボル
ン，ビクトリア州），イギリス（ロンドン，
バース，エクセター），カナダ（エドモント
ン，バンフ，ジャスパー．アルバータ州）で
行い，現地の人々による文化，生活の紹介，
現地の人々に対するインタビュー，現地の
人々の対話を中心に収録した．帰国後収録さ
れたビデオは１トピックごとに約１分 30 秒
のビデオクリップに編集された． 

 
編集されたビデオをもとにスクリプトを

作成し，千葉大学で開発された「三ラウン
ド・システム」と呼ばれる指導理論に従って，
コースウェア化した．三ラウンド・システム
ではひとつの素材を一度の学習で終了させ
ず，タスクの難易度を少しずつ上げて３回の
Step にわけて学習させる．各 Step の学習目
標は Step 1 が話題，トピックの推測などの大
まかな理解，Step 2 が言われていることの詳
細な理解，そして Step 3 が発話の意図，結論

等の理解で，徐々に難易度の高いタスクを与
える．また学習の順番も，ひとつの素材を続
けて学習するのでなく，Step ごとに４つから
５つの素材を通して学習する形態を取り，ひ
とつの素材を結果的に断続的に３回に分け
て学習するという特徴を持つ（図１）． 

 
 
４．研究成果 
 開発された教材は Gateway to Australia, 
A Bit of Britain, Canadian Ways の３種で
ある．各教材のユニット構成と画面例を表１，
図２～４に示した． 
 
表１ 各教材のユニット構成 
Gateway to Australia 
Unit 1 Welcome to Melbourne 
Unit 2 Facts about Australia 
Unit 3 Monash University 
Unit 4 Aussie Way 
A Bit of Britain 
Unit 1 Welcome to London 
Unit 2 Historical Sights 
Unit 3 English Countryside 
Unit 4 Working People 
Canadian Ways 
Unit 1 Nature 
Unit 2 History 
Unit 3 Wildlife 
Unit 4 Sports & Camping 
 
図２はオーストラリア編教材の起動画面

である．起動画面の作成には教材のトピック
となっているものの写真をできるだけ加え，
意欲を持って学習に取り組めるよう興味深
いものにするよう努めた．画面の制作は本学
デザイン工学科学生に依頼した． 
図３はイギリス編教材の学習画面例であ

る．本研究で開発された教材では，学習者は
画面上部に表示される課題に対して，静止画，
辞書情報，そして頁を進めるごとに表示され
るヒント情報を手がかりに，自分でビデオを
操作して正解を見つけるという問題解決作
業を行う．正解例は画面に表示され，正否は
自己判断する形で学習を進める．さらに正解
確認後，英文を見ながら再度英語を聞いて確
認するとともに，文法の注意事項や文化的事
柄，コミュニケーションの技術に関する解説
を読んで学習を深める．現在国内の大学で使
用されている英語 CALL 教材には 4 択，空所
補充といった形式に特化しているものが多
いが，それはテストで「どれだけできるよう
になったか評価をするプロセス」である．学
習とは「できなかったことをできるようにす
る過程」であり，その指導の過程を行うのが
我々の CALL システムの最大の特徴である
と言える． 
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 図１三ラウンド・システムの構造（竹蓋, 1997）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ Gateway to Australia 起動画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ A Bit of Britain 学習画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ Canadian Ways コラム画面 
 
図４は学習の途中においたコラム記事画

面である．ビデオ取材はしたが総学習時間の
関係で割愛した内容や収録できなかったが
各国の文化，ユニークな習慣を端的に示すこ
とがらを写真，ビデオとともに短い記事でま
とめた画面で，動機づけの効果を考慮し，学
習休憩時に異文化を楽しめるよう配置した

ものである． 
開発された教材はオンラインでもオフラ

インでも利用可能である．2008 年度後期よ
り教材が開発されるごとに，逐次授業で試用
を行い，学習者から教材に対する意見聴取を
行った．教材に対する学習者の５段階評定に
よる評価結果は表２に示したが，教材の内容
に興味を持ち，学習を楽しいと感じ，別の教
材でも学習したい，授業を取ってよかったと
評価されていることがわかる．また自由筆記
による意見聴取からは「英語の知識だけでな
くその国の文化や歴史が学べた」「アメリカ
英語との違いを実感できた」「その国につい
て知るのが楽しくなって自習回数が増えた」
「旅行ガイドのテレビを見ているようで楽
しかった」「是非この国に行ってみたい」「写
真がきれいで飽きずに勉強できた」「コラム
によるまめ知識が楽しみだった」などの意見
が聞かれ，学習者にオーストラリア，イギリ
ス，カナダの文化への興味を喚起させること
ができたと判断した． 
 

表２ 教材に対する学習者の評価 
             はい      いいえ

内容に興味を持った ●─┼─┼─┼─┤

他教材より面白い ├─●─┼─┼─┤

写真は励みになる ●─┼─┼─┼─┤

コラムは面白い  ├─●─┼─┼─┤

各種情報は役立った ├─●─┼─┼─┤

徐々に聞けるようになった ●─┼─┼─┼─┤

聞き取り力がついた ├─●─┼─┼─┤

学習は楽しかった ●─┼─┼─┼─┤

別教材でも学習したい ├─●─┼─┼─┤

授業を取ってよかった ●─┼─┼─┼─┤

 
また TOEIC による得点上昇による教育効

果測定では，教材ごとに多少の差はあるもの
の，これまで効果を上げてきた千葉大学開発
の CALL 教材と同等の効果を上げられるこ
とが観察された．これらの結果から聴解力養
成を異文化理解と融合させて指導するCALL
教材を開発するという目的は達成されたも
のを判断した． 
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